
概要
男性ボディビルダーを対象に、股関節・膝関節角度を変化させて
レッグエクステンションを行うことで大腿直筋近位の活動を促し、
新たなトレーニング方法を生み出すことを目的として研究を行いま
した。
股関節角度を変化させることで大腿直筋の領域特異的・長軸区画的
な筋剛性率を変化させ、特に股関節を伸展させることは大腿直筋近
位の活動増強につながることを明らかにしました。スポーツパ
フォーマンス向上や健康寿命の延伸のためには大腿直筋近位の強化
が有用であることから、本研究のトレーニング方法の応用は社会的
に大きく貢献することができます。
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